
また、翌12月11日には、トルコ
共和国は地震災害の多い国でもあ
ることから、国際電気通信連合
（ITU）が主催する災害救援システ
ム及びネットワークの耐災害・復
旧に関するワークショップが開催さ
れました。本ワークショップにおい
ては、NICT耐災害ICT研究セン
ターの概要及び実施している研究
内容について紹介しました。

●電気通信大学 上芳夫名誉教授の講演 

●光ネットワーク及び関連ソリューションに関する 
　ワークショップ会場の模様 

●光パケット・光パス統合技術に関する発表の様子 

「NICT/EMC-net第9回妨害波測定法研究会」（主催: NICT/EMC-net）を2012年12月5日にNICT本部研究本館4階国際会議
室において開催しました。
NICT/EMC-netは、電磁両立性（EMC）の様々な課題について、本会会員及びNICT職員が、研究会などを通じて情報交換や

意見交換を行うことによって、EMC関連技術に関する理解を深め、我が国のEMC関連技術の向上に役立てることを目的とした
組織です。今回の妨害波測定法研究会では、同研究会主任の京都大学 和田修己教授の司会で、電気通信大学 上芳夫名誉教
授に「回路網理論をマクスウエルの方程式から考えると」と題した講演を行っていただきました。続いてNICT電磁環境研究室 呉
奕鋒研究員による「フォトディテクタによるLED 照明からの放射雑音の識別に関する基礎的検討」、同研究室 石上忍研究マネー
ジャーによる「CISPR/A バンコク会議報告」の講演が行われました。EMC関連研究において第一線でご活躍の約40名の方々に
ご参加いただき、各講演に対して熱心な質疑応答が行われました。
今後も研究会、シンポジウムを通じて、NICTにおけるEMC研究の情報発信を継続するとともに、産学との情報交換を活発に

していきます。

「NICT/EMC-net 第9回妨害波測定法研究会」
開催報告

NICT/EMC-net事務局  /  電磁波計測研究所 電磁環境研究室

NICT NEWS  2013. 1 10 


